
令和６年度 第２回学校運営協議会会議報告書 

このことについて、我孫子市学校運営協議会規則第１２条の規定について、次のとおり報告します。 

        （令和６年６月２６日実施） 

主な議事 発言者 協議・発言等の概要 

１．協議会 

・１学期の教育活動報告 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・２学期の経営方針提案 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・協議及び情報交換 
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司会 会長  記録 教頭 

学校教育目標「心豊かに たくましく生きる 児童の育成」を目

指し、教育活動を進めている。 

新入生３３名を迎え、入学式への６年生の参加、全校で行う迎

える会、運動会など、異学年の交流を進めることができている。 

学習面では、専科の学習を充実させるともに、算数や理科の少

人数指導や単元復習日を設けて、学力の向上を目指してい

る。夏休み中にも、学習会を行い、基礎学力の向上を目指す。 

全校朝会で地域学校協働推進委員への委嘱式を実施した。こ

れからも学校が地域の方々に支えられていることを児童へ伝え

ていく。 

（プレゼンテーションソフトを使って紹介） 

魅力ある学校づくりのため、学力の向上、長欠対策、学校運営

協議会の充実と小中一貫教育の一体的推進に取り組む。 

長欠対策として、先月から始めた「スクールライフノート」を活用

する。児童が登校時と下校時に自身の心の状態を天気で表

す。この情報を教職員で共有し、担任はもちろん、全職員で児

童の心の様子を見守っていく。 

小中一貫教育を推し進めるべく、岡田武松博士生誕１５０年に

合わせ、中区で研修を行い、布佐学習を充実させていく。 

委員の皆様には、引き続きご指導いただき、魅力ある学校づく

りに向けてお力添えをいただきたい。 

参観では、全学級の子供たちの様子を見ることができてよかっ

た。３年生がALTと英語学習を行っていたり、低学年からタブレ

ットを使用したりしており、早い段階からそのような機会があるの

は良い。 

休み時間の校庭使用について、サッカーはできないとのことだ

が、決まりや理由を教えてほしい。 

休み時間は、複数の学年が校庭を使用することから、安全面を

考慮して、サッカーは行わないという決まりを設けている。 

休み時間以外、授業ではどうか。 

体育の授業では、サッカー型の学習を行っている。 

「スクールライフノート」は、中学校でも行っているのか。 

我孫子市内の小中学校で実施している。ただ、本校では、１年

生はまだタブレットを使っていないため、２学期からの運用を考

えている。 

布佐小は子供たちがのびのびとしている。授業の様子から、先

生と児童の関係の良さがうかがえた。e-ライブラリの学習は、今

後にも生かすことができる。活用を進めてほしい。 

子供たちが落ち着いて学習している。これまで布佐小の児童を

見てきて、特に高学年の成長には目を見張るものがある。６年

生の教室では、掲示物にカーテンがかけられており、黒板に注

目できるように工夫されていた。 

算数の少人数指導はどのように行っているのか。 

単元や学習内容によって学習効果を考えて行っている。一斉
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３．今後の予定 
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指導の学習でも、少人数指導教員が入って個別支援を行って

いる。 

専科の充実が挙げられていたが、専科と担任の授業の割合は

どのようになっているか。 

６年生を例に挙げると、理科、家庭科、図工の授業は専科教員

が行っている。音楽や英語は、担任がT1で指導するが、ALTや

スクールサポート教員が付く。算数についても、一部少人数指

導教員がT2として入り、個別支援を行っている。 

専科教員による指導により、働き方改革は進んでいるか。 

職員の在校等時間を一昨年、昨年と比較すると、減少してお

り、働き方改革が進んでいると言える。空き時間が増えることは

もちろん、複数での指導は、担任の心に余裕も生まれる。 

先生方が元気で健康であることは何よりも大切。 

教室の空席が多いように感じたが、欠席者が増えているか。 

欠席者は全学年で５名、普段と変わらない。 

交流学級には、支援級在籍の児童の席も備えている。算数の

学習は、支援級で行っている児童がほとんどのため、空席が目

立った。 

先日の運動会も参観したが、布佐小の児童は、非常に元気が

ある。学習の様子を見ていても、先生と児童の関係が良いのが

わかる。特に支援学級での関係はすばらしい。 

環境面も整っている。窓が良く清掃されていれば、きれいな景

色を毎日見ることができる。汚れた窓から見る景色とは大きな違

いがある。先生方には、子供たちが毎日目にするものを大切に

していただけると嬉しい。 

専科教員の配置は、国の方針でもあり今後さらに広がっていく

ことが予想される。担任と児童間の距離が広がらないように専

科教員との情報共有を大切にしてほしい。 

４月と５月に地域の方々の力を借りて、登校指導を行ったが、そ

の後の様子はどうか。また、不登校の状況について教えてほし

い。 

地域の方々に登校指導を行っていただき、児童の意識が高ま

った。交通ルールを守って登下校できる児童が増えている。引

き続き、地域の皆様、保護者、行政の力も借りながら、児童の

安全を守っていきたい。 

不登校児童は、現在１名。保護者の協力もあり、心の教室相談

員が在校している日には定期的登校できている。登校した際に

は、動植物を観察したり、体を動かしたりしており、笑顔も見ら

れる。 

布佐カリキュラム実施予定 

５年生 ９月１７日（火）３校時 

６年生１０月２２日（火）２校時 

教育ミニ集会について 

 １１月２７日（水）ぜひご参加いただきたい。 

研修予定について 

６月２８日（金）会長、校長参加 

８月６日（火）運営協議会委員参加 

学校運営協議会の予定 

第３回１１月１２日（火）布佐小学校 

第４回 ３月 ５日（水）布佐中学校 

   傍聴人  ０人（発言者数０人） 


